
証券コード：8570

イオンフィナンシャルサービス

AEON Financial Service 通信
2018年4月１日～2018年9月30日

会社概要
株主メモ社会的課題の解決リアルネットワークデジタルネットワークトップメッセージデジタルと

リアルの融合



▶ P9
▶ P12

▶ P7

デ
ジ
タ
ル
と
リ
ア
ル
の
融
合

イオンフィナンシャル
サービスは、リアルと
デジタル双方のチャネル
を活かし、顧客データ
ベ ー ス を 構 築 す る
プラットフォームを確立
することで、より良い
金融サービスの提供を
図ります。

IT・データベースを基軸とした
デジタルネットワークを
活用したサービス

生活を、もっと便利に。

Face	to	Face	で築いた
リアルネットワークを
活用したサービス

Real Network

One
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Up

Digital Network

AFS
エコシステムの

構築
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2019年3月期の３つの戦略テーマの進捗について
デジタルシフトの推進
　急速なデジタル化の進展に伴い、金融業界においても多様
なプレーヤーが出現し、競争が激化しています。当期は、特
にスマートフォンを中心としたビジネスの強化、フィンテックの
活用による顧客利便性の向上に注力しています。
　国内では、事前にスマートフォン上で操作しておくことで、
かざすだけで入出金ができるスマートフォンアプリ「スマっと
ATM」や、家計簿アプリ「カケイブ」などの展開を開始した
ほか、イオンカード公式アプリ「イオンウォレット」については
QR コードや、バーコードを活用した決済機能の搭載も予定し
ています。
　海外では、現地通貨建て電子マネー（プリペイド）サービ
スに加え、QR コード決済や送金機能を備えたアプリの導入な
ど、銀行口座やクレジットカードを持つことのできないお客さま
の層に対してもスマートフォンを通じてキャッシュレスによる金融
サービスをご提供し、お客さまの利便性向上を追求しています。
　また、フィリピンに続き、インドネシアにおいても IoT デバ
イスを活用したオートローン事業を開始し、成功事例の横展開
を進めています。2017 年、フィリピンで開始したトライシクル
（三輪タクシー）向けサービスでは、本年度末には 3,000 台
を超える勢いで契約を獲得しており、現地におけるオートローン
需要の高さを実感しています。

お客さまニーズへの対応
　イオン銀行では、コールセンターへの問い合わせが増大す
る中で、AI チャットボットを導入するなど、デジタル化による
業務効率を改善し、応答率は９割を超えるまでとなりました。
また、イオン銀行 ATM にてクレジットカードの磁気不良を自
動修復する磁気復元サービスをスタートさせ、再発行に要する
費用・時間の削減を図るなど、お客さまの利便性向上並びに収
益性の改善に努めました。さらに、イオン銀行で提供する積
立型の運用商品を拡充し、お客さまの資産形成に資するサー
ビスの強化も着実に進展しています。本年「第 14 回 銀行リ
テール力調査」（日本経済新聞社・日経リサーチ調べ）で総合
第１位を獲得できたのは、こうした姿勢、取り組みが評価され
たものであると認識しています。

トップメッセージ

代 表 取 締 役 社 長

河原 健次
化が進んだことから、グループ外においてもショッピング取扱
高をしっかりと伸ばすことができました。銀行部門における住
宅ローンも想定通りに伸長し、また、現在重点施策として取り
組んでいる iDeCo やつみたて NISA、外貨積立預金等、お
客さまの資産形成に寄与する小口投資サービスのビジネスも
成果が出始めてまいりました。
　海外では、ASEAN 地区を中心に、経済成長に伴う堅調な
消費環境を追い風として、ショッピング、キャッシングともに２
桁成長を遂げました。特にショッピングにおいては、自動車や
高額小型バイク等のオートローン取扱高が拡大するなど、高
額な耐久消費財に対する需要の伸びが大きく、力強い成長を
遂げることができました。
　中華圏、メコン圏、マレー圏いずれのエリアにおいても現地
通貨および円換算で増収増益となっています。
　この結果、第２四半期累計の連結業績は、経常収益は 2,134 
億４百万円（前年同期比 109.7％）と７期連続の増収、経常
利益は 330 億 78 百万円（同 115.8％）、親会社株主に帰
属する中間純利益は 179 億 36 百万円（同 104.4％）と５
期連続の増益で、いずれも過去最高を更新しました。

当社グループについて
　当社は目指すべき姿として、「アジア No.1 のリテール金融
サービス会社」となることを掲げ、決済手段や貯蓄、資産形
成等、多様化するお客さまの金融ニーズにしっかりとお応えし
ながら、新たな収益モデルの確立を進めています。
　デジタル技術の発展とともにワールドワイドにビジネスの垣根
がなくなり、事業領域の拡大スピードは加速度を増しています。
当社は現在進めている 2020 年３月期までの中期経営計画に
おいて、2025 年までに「３億 ID」の獲得という目標を掲げて
おり、この目標に向けて国内外における金融プラットフォーム
の構築にスピード感を持って取り組んでいかなければなりませ
ん。本中期経営計画期間はこの達成に向けたインフラをしっか
りと整える基盤づくりの３年間であると位置付けています。

2019 年 3月期上期の振り返り
　当上期は、国内外ともに実体経済が堅調に推移した中で、
当社業績も順調に伸ばすことができました。
　企業収益や雇用環境に改善が見られた国内では、イオング
ループでの販促企画等が寄与し、イオンカードのメインカード

「アジアを中心とする経済圏で
金融プラットフォームを構築し、
お客さまの日々の暮らしを豊かにする
企業集団」を目指します。
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徴税システム面から社会コストの抑制や通貨偽造等の金融犯
罪抑止にも寄与するものと認識しています。こうした当社の経
営理念にもとづいた取り組みの継続は、当社の業容を拡大さ
せるとともに、持続可能な社会の実現に向けて、大きな価値
のあるシェアード・バリューを生み出す典型的な一例であると
捉えており、今後もさらなる機会の創出を目指してまいります。

株主の皆さまへのメッセージ
　コーポレートガバナンス改革に伴い、取締役会の実効性が
問われる中、当社では、社外取締役とのしっかりとした対話
姿勢のもと、実質的な議論が経営判断に生かされていると認
識しています。経営課題の抽出・改善策の策定においても
PDCA サイクルの循環を強く意識しているほか、本年は、当
社ならではのガバナンスに関する考え方を表明するコーポレー
トガバナンス・ガイドラインを作成・開示しました。

　株主さまへの利益還元につきましては、配当性向 30～40％
の目標を確実に果たしながら、より高い成長を目指し、デジタル
IT 分野を中心に新たなチャレンジへの投資もしっかりと継続し
てまいりたいと考えています。この考えのもと、当期配当は、
１株当たり中間 29 円、期末 39 円の年間 68 円に据え置か
せていただく予定です。
　グループ一体となり成長戦略の実現により一層邁進して
まいります。株主の皆さまにおかれましては、当社グループの
成長にご期待いただきたくとともに、引き続きご支援賜ります
よう、よろしくお願い申し上げます。

 2018 年 12 月

海外での成長加速
　国際事業の経常利益が前年同期比 134％と大きく伸長した
ことに加え、中間期として初めて利益構成比が国内 47％、国
際 53％と逆転し、海外の成長加速に大きな手応えを感じてい
ます。高所得者層を対象としたプレミアムカードの発行やオー
トローンサービスなどによるトップラインが伸長した成果である
と捉えています。引き続き、お客さまのニーズに沿ったサービ
スの提供を通じて、新たなる成功事例を創出しながら、事業
の横展開を進展させ、さらなる成長を加速させてまいります。

　以上、３つの戦略テーマの実現は、次なる飛躍に向けての
前提条件であり、この下期はその達成に向け、さらにアクセ
ルを踏み込む時期にあると考えています。

下期の事業環境と通期業績の見通し
　通期の業績達成に向け、トップラインにおいては、国内に
おいて 11 月に会員募集を開始した「イオン NEXCO 西日本
カード」「イオンカードSKE 48」「イオンカードセレクト（ミニ
オンズ）」などを通じて、若年層や男性を中心とした新たな顧
客層の拡大を図ります。また、昨今のキャッシュレス需要の高
まりや 2020 年の東京オリンピックに向けたインバウンド消費
に対応するため、国際標準規格の非接触決済に対応したイオ
ンカードの発行を開始するなど、決済手段の多様化に取り組
んでまいります。
　海外では、訪日タイ人向けクレジットカード「イオンＪプレミ
アプラチナム JCB カード」に続き、香港でも「イオンカード　
プレミアム」発行の準備を進め、高所得者層を中心に新たな
顧客層の拡大を図るほか、オートローン事業を中心とした中・
低所得者層の利用機会を創出するなど、それぞれのニーズに
見合うサービスの提供を通じて、営業基盤の拡大を目指します。
　足元の外部環境としては、国内は引き続き低金利や銀行系
カードローンの与信厳格化の影響を受けて貸倒費用が対前年
を上回るなど厳しい状況が継続するほか、海外では展開国に
おける利上げの影響等が想定され、当社グループにおいても
迅速かつ慎重に対応していく必要があります。また、引き続き
デジタル化や多様化するお客さまのニーズに対応する先行投
資、さらにイオングループと連携した販売促進施策などコスト
増が見込まれることから、これらを上回るトップラインを確保し、

投資の成果をしっかり検証しながらコストコントロールすること
が、通期目標の達成に必要であると考えています。コストコン
トロールについては、業務支援として AI や RPA 導入など
デジタルシフトの推進により効率化を徹底するほか、本社機能
の集約を通じて生産性の向上に努めてまいります。海外では、
インドでの即時審査アプリ「イオンファスト」の導入に伴う
大幅な審査時間短縮による収益性の向上をはじめ、システム
投資の KPI としている人事生産性の向上に重点的に取り組ん
でまいります。

社会的課題の解決に向けて
　いつでも、どこでも、便利に利用できる金融サービスが
お客さまに寄り添うように存在する状況の実現に向け、歩み
続けることが、当社の最大の価値の源泉であると考えます。
海外では、日本と異なり銀行口座の非保有者の方が多いのが
現状です。その方たちが金融サービスを受けられるようにする
ことは、将来に不安を抱えるお客さまへの「未来創造」につな
がるはずです。例えば、IoT デバイスを活用したオートローンは、
返済に銀行口座を介す必要がなく、これまで信用不足により
融資を受けられなかった方々の信用を補完し、車両購入を
可能とすることで、現地ドライバーの就業機会の創出に貢献し
ています。このように銀行口座を有せずとも金融サービスが
受けられる環境を整備していくことは、豊かな暮らしの実現の
一助となり、社会課題の解決につながるものと考えています。
また、デジタル通貨を含めた決済手段の整備は、通貨発行や
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キャッシュカードなし（カードレス）でATM
手続きが可能なスマートフォンアプリ「スマッと
ATM」を導入しました。スマートフォンで事前に
お引出しやお預入れ等、ご希望のお取引きを
選択しておくことで、イオン銀行ATMにスマート
フォンをかざし、暗証番号を入力するだけで
お取引きが完結します。お財布からカードを取り
出す手間を省略し、混雑時でも短時間でご利用
いただけます。

デジタルネットワーク×AFS

お引出しや、お預入れ等、各種お手続きがカードレスで実現します。

「イオンウォレット」でご利用明細やポイントがいつでもどこでも確認可能 コンタクトレス決済で手軽で便利な決済を実現

イオンカードは、お買い物時にカードを端末にかざすだけ 
（コンタクトレス）で簡単にクレジットカード決済が
完了する、「Visa Pay Wave」（以下、タッチ決済）への
対応を開始しました。スタッフにカードを渡す手間も省略
でき、安心でスピーディーな決済が実現します。既に
海外では、タッチ決済が広く普及していることから、
2020 年の東京オリンピックに向け、訪日外国人の
お客さまにも安心・便利にお買い物をお楽しみいただける
取り組みとなっています。

※ 封筒 1 通につき 500g の CO2 が削減できます。（環境省「エコ・アクション・ポイントの二酸化炭素削減効果の算出手法例」をもとに算出。）

スマートフォンアプリ「イオンウォレット」は
当社発行のクレジットカードをアプリ上に登録
し、ご利用明細や保有ポイントをご確認いただけ
るほか、おトクなクーポンやキャンペーン情報
についても取得いただけます。今後も、決済
機能の搭載等、機能拡充に取り組み、お客さま
の利便性向上に努めてまいります。さらに、この
アプリを通じて、WEB 上でご利用明細をご確認
いただく「WEB 明細（環境宣言）」のご利用が
増加し、紙によるご利用明細の発行が減少した
ことで、CO2 の排出※を抑え、環境保全にも貢献
しています。

アジア各国でスマートフォンアプリを通じた金融サービスをご提供

アジア各国にて、スマートフォンアプリを通じた決済やローン等の 
金融サービスのご提供を開始しました。
マレーシア、カンボジアでは、QR コード決済機能を搭載した 
「イオンウォレット」の提供を開始しました。マレーシアにおいては、 
同アプリ上で、イオングループの現地小売店舗との会員統合を 
進め、決済情報や購買情報をマーケティングや商品開発への 
活用の準備を進めています。
インドでは、即時審査アプリ「イオンファスト」を導入しました。 
１件につき、最大３時間要していた仮審査が約１分間で完了し、 
飛躍的に利便性が向上したことから、加盟店の売上高に貢献する 
とともに、当社現地法人のローン取扱高も伸長しています。
今後も、デジタル化を通じ、より便利で安心な金融サービスの 
提供に努めてまいります。
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※ ご使用の端末によっ
て、正常に作動しな
い場合がございます。

Android

ダウンロードは、 
QRコードで

※ ご使用の端末によっ
て、正常に作動しな
い場合がございます。

iOS/Android

ダウンロードは、 
QRコードで
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イオンカードセレクト

イオンカード

より便利で、快適にお客さまにイオンカードを	
ご利用いただくため、クレジットカードの磁気不良を	
お近くのイオン銀行ATMで復元するサービスを	
開始しました。これまで店舗へお越しいただいて	
いたり、郵送のため再発行にかかっていた日数を	
大幅に削減し、気軽にお手続きが可能となりました。

連結有効会員数（単位：万人）
■	国際
■	国内

▌当社カード会員数推移
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クレジットカードの磁気不良をATMで復元するサービス

イオンカード（ディズニー・デザイン）
世界中で男女、世代を問わず大人気の
ミッキーマウスのデザインを配した	
イオンカードセレクトです。
※ イオンカード（ディズニー・デザイン）はJCB

ブランドでの発行となります。

イオンカード（SKE48）
人気アイドルグループSKE48の誕生
10周年を記念したカードです。お好き
なメンバーを「イオンウォレット」上
のカード券面に設定できます。

イオンNEXCO西日本カード
ETCカードで高速道路をご利用いただく
とポイントが貯まります。他にもイオン
NEXCO東日本カードやイオン首都高カー
ド等、全国の高速道路を網羅しています。

リアルネットワーク×AFS

©Disney

クレジットカード、イオン銀行キャッシュカード、電子マネー「WAON」
の機能・特典を1枚にまとめた便利でおトクなカードです。

イオンカードセレクトの便利な特典

いつでも
ポイント

2 倍

普通預金
金利最大
0.12%

紛失時の 
盗難補償付
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現地でも若い方を中心に人気のアニメ「ONE PIECE」とコラボレーションした提携カードの 
カード募集や利用促進企画を積極的に実施しています。また、所得の高いお客さまを対象にイ
オンカードプレミアムの発行準備を進める等、各世代や、顧客層のニーズに合わせたカード・
サービスを展開しています。さらに、モバイルアプリを活用した電子クーポンの配信やオンライン 
キャッシングを開始する等、デジタル化を通じてさらに便利なサービスを提供できるよう取り組
んでいます。

香港

タイでは、高い日本旅行に対する需要に合わせ、日本のイオン店舗での特典を柱とした「AEON 
J-Premier Platinum JCB Card」を発行しました。訪日旅行客のイオン店舗へのご来店促進に 
より、タイ国内でのブランド力強化と更なるグループシナジーの創出を目指しています。ほかに
も、目的ローン・パーソナルローンにおいて、メンバーカード発行時に両商品の総合与信枠を
付与する「イオンハッピーペイ」プログラムを導入しました。これにより、従来の申込書を通じた 
その都度の審査から、カード発行時に与信枠を設定する形態へ移行することで、よりスピーディー 
にご利用いただける環境を整えました。

タイ

マレーシアでは、所得の高いお客さま向けに「AEON PLATINAM」カードを発行しました。
一方で、クレジットカードを持つことのできないお客さまにもキャッシュレスを通じた便利な 
サービスを提供することを目的にプリペイドカードを通じた電子マネーサービスを開始しております。 
この電子マネーサービスは、既にイオンウォレット（マレーシア）と既に連動し、スマートフォン
を通じてのご利用も可能となっています。
また、ローンサービスでは、現地で人気の日本車の取扱いの強化に取り組み、取扱高を拡大 
させるとともに、加盟店の売上高の拡大にも貢献しております。

マレーシア

リアルネットワーク×AFS

■	グローバル

就　職 結　婚 マイホーム

生　活

セカンド
ライフ教　育

生活のなかでの金融サービス

増やす

借りる 備える

管理する

貯める 使　う
▪預金サービス ▪クレジットカード

▪デビットカード
▪電子マネー
　「WAON」

▪投資信託
▪NISA
　（少額投資非課税制度）

▪住宅ローン　▪カードローン
▪おまとめ・フリーローン
▪教育ローン　▪マイカーローン

▪国内保険サービス

▪通帳アプリ
▪家計簿アプリ

イオン銀行ATMは、
24時間365日、手数料無料！

イオン、ミニストップ等、イオングループ各店ほか、
駅や空港等、全国に6,000台以上。土日、夜間も
手数料を気にせずご利用いただけます。

ライフスタイルに合わせて曜日を気にせず
住宅ローンや資産運用のご相談にお立ち 
寄りいただけます。

365日、原則よる9時まで営業

イオン銀行では初心者でも分かりやすく、安心して資産運用サー
ビスをご利用していただくため、外貨預金や、iDeCo、つみたて
NISA等、小口・積み立て型の商品を中心にご案内しています。
また、これらの豊富な商品ラインナップから最もお客さまに合った
商品をご紹介するため、接客および商品提案力の向上に努めています。
これらの取り組みにより日本経済新聞社が主催する「第14回銀行
リテール力調査」において初の首位を獲得しました。

一人ひとりに合わせた	
資産形成サービスをご案内しています。

2018年7月より、普通預金金利の 
上乗せや、振込手数料の優遇等、使えば 
使うほどおトクなポイントプログラム
を開始しました。

イオン銀行

お買い物ついでや、お仕事帰りに
気軽に相談できる。
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次代を担う学生がグローバル
に活躍し、地域に貢献できる
人材となることを願い、各大
学と提携し、グローバルイン
ターンシップを実施しました。
国内（イオン銀行）、海外（イ
オンクレジットサービスマレー
シア）での体験を通し、金融
リテラシーや地域文化の理解
等について学ぶ機会を提供し
ています。

グローバルインターンシップを
通じた、金融教育の取り組み

トライシクル※ドライバー向け
オートローン事業

農園（ぴーすふぁーむ）の運営開始

２０１７年７月にフィリピンにて始動した、オートローン事業におけるＩｏＴ技術を活用
した新しい事業スキームが海外各国にて広がりを見せています。この取り組みは
これまで信用不足により融資を受けることができなかった方々の信用を補完し、
ローンによるEV車両等の購入を可能とするものであり、ドライバーとしての雇用
の創出に貢献しています。既に導入済みのフィリピンに続き、インドネシアでの 
ライドシェアサービスにおいても同様のスキームを水平展開しています。
※ フィリピンにおける三輪タクシー。一度の乗車につき日本円で25円～80円と非常に安く利用でき、

同国における国民の移動手段として広く浸透しています。

私たちは、人材の多様性を重視し、さまざまな障がいのある方が長期的に安心し
て働ける環境づくりを推進しております。国内子会社のイオンクレジットサービス
では、2018年６月より新たな職場の提供として、農園「ぴーすふぁーむ」を開園
いたしました。
本農園では、野菜の栽培を通じたコミュニケーションを行っており、笑顔が溢れる
職場となっております。収穫物は、近隣の施設へ送付を検討する等、社会貢献活
動にも取り組んでおります。

近年多発する自然災害に対応し、被災地へ移動式ATMを派遣したほか、募金受付 
口座の開設やクレジットカード決済等に応じて貯まる「ときめきポイント」を利用 
した募金活動を実施しました。さらに、「指紋+静脈」の２要素生体認証による 
本人確認システムを活用したATMの導入により、被災等によるキャッシュカード 
紛失時にもお取引きが可能となりました。
また、一般財団法人C.W.ニコル・アファンの森財団や国連UNHCR協会に賛同
し、「森と子ども募金」「国連UNHCR協会 難民支援募金」を開始する等、 
さまざまな支援活動を実施しています。

当社は、事業を通じた社会的
課題の解決に積極的に取り組
み、社会とともに持続的な発展
を続けていくことを使命として
います。そのために必要な知
識や考えをより一層社内へ浸透
させるため、外部の有識者を
招いた講演会を実施しました。

※ 環境問題・企業の社会的責任に関する権威であり、国連環境計画イニシ
アチブ特別顧問の末吉竹二郎先生にお越しいただきました。

地域のお客さまのための支援活動 ＳＤＧｓの社内浸透に
向けた講演会

多様な人材の活躍

社会的課題の解決に向けた取り組み

海外の雇用創出

金融教育 社内教育地域貢献・災害対応

従業員のご家族をお招きし、農園で育てた野菜の収穫祭を行いました。
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イオンフィナンシャルサービスは、ユニバーサル・スタジオ・ジャパン™のオフィシャル・マーケティング・パートナーです。TM Universal Studios.　CR18-3439

決 算 期	 3月末日

基 準 日	 定時株主総会基準日　　3月末日

	 期 末 配 当 基 準 日　　3月末日

	 中 間 配 当 基 準 日　　9月末日

株主名簿管理人 東京都中央区八重洲一丁目2番1号
 みずほ信託銀行株式会社
同事務取扱場所 東京都中央区八重洲一丁目2番1号
 みずほ信託銀行株式会社 本店証券代行部
単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 電子公告（http://www.aeonfinancial.co.jp/）
 ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告をする
	 ことができない場合は、日本経済新聞に掲載することといたします。

株主メモ	

商 号 イオンフィナンシャルサービス株式会社
上場証券取引所 東京証券取引所市場第一部
 （証券コード：8570）
本 　 店 東京都千代田区神田錦町一丁目1番地
電 話 番 号 （03）5281-2080（代表）
設 立 1981年6月20日
資 本 金 456億98百万円

発行可能株式総数 540,000,000 株
発行済株式総数 225,510,128 株
株主数 13,084 名
URL http://www.aeonfinancial.co.jp/
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